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わたくしたちは、利根川と手間沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで垢しあいきまりを守り明るいあびこにします

。

我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子1858途0471（85）1111

P

みんなで考えよう尋
買
溜
砲
火
夫
魯

三

災をI
b

〃
・

〃
ゆ
ら

咽
岼
咀
口
仔
時
日
も
Ⅱ
８
８
日
１
，
１
１

ｇ
月
且
日
Ａ
火
〕

根
戸
小
学
校
で

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。
今
年
の
総
合
防
災
訓
練
は
、
９
月
１
日
（
火
）
午
前
扣
時
か
ら
根
戸
小

学
校
を
会
場
に
行
わ
れ
、
消
防
団
や
自
治
会
な
ど
多
く
の
関
係
壱
が
参
加
。
訓
練
で
は
、
は
し
ご
車
を

使
っ
た
高
所
救
出
訓
練
や
父
兄
参
加
に
よ
る
児
童
引
き
渡
し
訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今

回
は
、
通
信
衛
星
を
利
用
し
た
県
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
と
も
連
携
し
て
行
わ
れ
、
今
年
の
４
月
に

開
局
し
た
市
防
災
行
政
無
線
も
活
用
さ
れ
ま
す
。
万
一
の
災
害
に
備
え
、
日
頃
か
ら
準
備
と
心
構
え
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

。

,l｜
日
時

8月22日(土)午後6時30分から
8時まで（雨天・荒天の場合は
23日（日）、29日(土)に順延） ,’

震
度
６
程
度
以
上
の
地
震

に
よ
る
大
被
害
を
想
定

９
月
１
日
主
）
晴
れ
：
．
正
午
て
、
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
と

の
頃
、
稀
有
の
大
地
震
あ
り
。
以
後
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は

強
微
渡
、
幾
十
回
。
：
９
月
２
日
こ
の
日
に
合
わ
せ
消
防
団
や
警

（
且
晴
れ
後
曇
り
・
・
・
東
都
の
火
察
、
自
治
会
な
ど
が
参
加
し
た
総

災
は
、
今
尚
狂
盛
に
し
て
：
．
流
石
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

の
大
都
市
も
今
は
火
焔
に
包
ま
れ
▼
日
時
・
場
所
９
月
１
日
（
火
）

て
全
没
な
り
と
。
圧
死
焼
死
の
殆
午
前
加
時
か
ら
、
時
釦
分
、
根
戸

ん
ど
限
り
な
く
、
其
の
惨
状
、
実
に
小
学
校
（
下
図
参
照
）

有
史
以
来
な
り
と
．
：
こ
れ
は
、
▼
被
害
想
定
南
関
東
地
域
に
マ

的
年
前
の
大
正
狸
年
９
月
１
日
に
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
の
大
地
震
が
発

起
き
た
関
東
大
謹
災
を
記
し
た
地
生
、
震
源
地
は
千
葉
県
北
部
市
内

元
艇
民
の
堂
重
な
日
記
の
一
部
で
で
も
震
度
６
程
度
以
上
を
記
録
。

す
。
こ
れ
に
伴
い
市
内
各
所
で
家
屋
の

こ
の
関
東
大
震
災
を
教
訓
と
し
倒
壊
、
道
路
の
撹
壊
、
火
災
が
発
生

夏
恒
例
の
手
蛮
沼
花
火
大
会
が
、
司

手
黄
沼
浄
化
へ
の
願
い
を
込
め
、
〉

今
年
も
我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼
南
町
吐

の
合
同
で
行
わ
れ
ま
す
。
毎

夏
の
夜
空
を
彩
る
花
火
の
数
々
雷

を
、
ご
家
族
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
図
や

賑
》
癖
子
霊
蕊
鋤
隼
甦
》
睡

沖
湖
上

▼
交
通
規
制
当
日
、
準
鎚

会
場
付
近
は
下
図
の
と
付
分

お
り
交
通
規
制
が
行
わ
奉
制

輔
嘩
『
許
》
華
鞭
雑
掩
》
》

総
合
防
災
訓
練

我孫子会場付近交通規制概略図
<午後5時30分から8時30分まで＞

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
花
火

大
会
実
行
委
員
会
電
（
理
３
１

３
１
、
市
商
工
観
光
課
云
（
唖

１
１
１
１

※
当
日
の
問
い
合
わ
せ
住
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
壷
（
“
）
９
９

９
９
（
午
前
８
時
か
ら
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
市
民
生
活
課
防
災
係
Ⅱ

し
負
傷
者
多
数
。
さ
ら
に
、
水
道
、

祗
話
な
ど
の
生
活
関
連
施
設
も
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。

▽
訓
練
内
容
災
害
情
報
の
伝

達
、
災
害
対
策
本
部
の
設
霞
市
民

の
避
難
と
誘
導
、
消
火
、
救
助
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
（
道
路
、
電
気
、
ガ
ス
、

電
話
な
ど
）
の
復
旧
な
ど
。
今
年

は
、
高
所
救
出
訓
練
に
は
し
ご
車

が
出
動
し
、
市
防
災
行
政
無
線
も

初
め
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
根
戸
小
学
校
で
は
大
災

害
を
想
定
し
、
児
童
と
父
兄
が
参

加
し
た
児
童
引
き
渡
し
訓
練
を
行

い
ま
す
。

※
当
日
は
、
防
災
訓
練
の
た
め
午

前
８
時
弱
分
に
市
内
一
斉
、
、
時

に
は
会
場
で
サ
イ
レ
ン
・
警
鐘
が

鳴
り
ま
す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
き
い
・
ま
た
、
会

場
の
根
戸
小
学
校
付
近
へ
の
駐
車

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
通
信
衛
星
を
利
用
し

た
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
「
ふ

る
さ
と
千
葉
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
運
用
を
、
８
月
か
ら
本
格
的

に
始
め
て
い
ま
す
。

↑
あ
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
の
地

上
系
通
信
回
線
に
加
え
、
県
内
市

町
村
な
ど
関
係
機
関
に
通
信
衛
星

を
中
継
し
た
衛
星
系
回
線
を
新
設

し
、
よ
り
高
度
な
情
報
通
信
機
能

,1

通
信
衛
星
時
代
の
防
災
訓
練

毒

之

》
】
“

国･一

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

水
防
演
習
を
実
施

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
た
７
演
習
は
、
台
風
に
よ
り
利
根
川

月
四
日
百
）
、
我
孫
子
市
、
柏
市
に
の
水
位
が
上
昇
し
、
堤
防
の
趣
裂

よ
る
恒
例
の
水
防
演
習
が
、
両
市
や
漏
水
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
を

の
消
防
団
員
や
消
防
・
防
災
担
当
想
定
。
消
防
団
員
に
よ
る
土
の
う

者
な
ど
約
４
０
０
名
が
参
加
し
作
り
の
ほ
か
、
五
徳
縫
い
、
月
の
輪

て
、
市
内
古
戸
地
先
の
利
根
川
河
な
ど
の
伝
統
工
法
が
、
本
番
さ
な

川
敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
が
ら
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

を
持
つ
防
災
行
政
無
線
で
、
音
声

通
信
の
ほ
か
無
線
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

や
映
像
情
報
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

９
月
１
日
に
実
施
さ
れ
る
市
の

総
合
防
災
訓
練
は
、
こ
の
「
ふ
る
さ

と
千
葉
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

大
い
に
活
用
し
て
、
同
時
に
行
わ

れ
る
県
防
災
訓
練
と
も
連
携
し
て

い
ま
す
。

《根戸小学校位置略図〉

地
域
防
災
計
画
の
新
改

市
民
参
加
の
防
災
力

台

U国逝356号線

一
の
新
改
訂
と

防
災
カ
ル
テ

市
防
災
会
議
で
は
、
災
害
の
予

防
や
応
急
対
策
な
ど
に
つ
い
て
の

指
針
と
な
る
我
孫
子
市
地
域
防
災

計
画
を
、
毎
年
莱
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
性
格
の
異
な
る
各

種
災
害
に
現
実
的
か
つ
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
、
風
水
害
等
対
策
用

と
地
謹
対
策
用
に
分
け
て
編
集
し

た
新
改
訂
版
を
作
成
中
で
す
。

ま
た
、
６
月
よ
り
防
災
ウ
オ
ッ

自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に
参
加
を

第11回産業まつり

譽誓澪出店者募集

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

惨期日10月18日（日）雨天の場合

25日（日）

’会場湖北台中央公園

し出展｡出店料1区画(間口約2

海)4000円､電気コンセント（1個）

2000円

似申し込み。問い合わせ9月30

日(水)までに産業まつり実行委員

会正田窓(88)1635へ

地
震
や
台
風
な
ど
で
災
害
が
発

生
し
た
時
、
大
切
な
生
命
や
財
産

を
市
民
自
ら
守
る
た
め
、
市
内
で

は
自
治
会
な
ど
を
母
体
に
、
自
主

防
災
組
織
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
既
に
超
団
体
が
結
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
充

実
を
図
る
た
め
、
組
織
結
成
時
に

防
災
活
動
に
必
要
な
変
器
材
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
助
成
資
器

材
は
加
万
円
以
内
で
、
消
火
器
、
担

架
、
テ
ン
ト
な
ど
多
様
に
選
べ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
火
・
防
災
へ
の
意
認

を
高
め
、
安
全
で
快
適
な
地
域
と

家
庭
を
築
く
た
め
、
消
防
本
部
の

呼
び
か
け
で
発
足
し
た
「
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
」
は
、
現
在
約
１
５
０

名
近
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

チ
ン
グ
諦
習
会
な
ど
を
通
じ
て
、

自
治
会
な
ど
に
呼
び
か
け
て
き
た

市
民
参
加
に
よ
る
防
災
カ
ル
テ
の

報
告
が
、
ま
も
な
く
ま
と
ま
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
追
加
調
査
も
検
討
さ

れ
て
お
り
、
今
年
度
中
に
は
防
災

診
断
の
報
告
集
が
ま
と
め
ら
れ
ま

す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
民
参
加
の
努

力
で
作
ら
れ
た
防
災
カ
ル
テ
の
成

果
は
、
新
し
い
地
域
防
災
計
画
や

防
災
マ
ッ
プ
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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I 本
年
３
月
、
公
立
高
校
の
休
業

日
に
つ
い
て
規
定
し
た
学
校
教
育

法
施
行
規
則
が
改
定
さ
れ
、
９
月

か
ら
毎
月
の
第
２
土
曜
日
を
休
業

日
と
す
る
学
校
週
５
日
制
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＃
＃
＃
…
＃
＃
＃
＃
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
＃
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
＃

り
分
け
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

９
月
Ⅶ
日
（
土
）
か
ら
Ｑ
土
曜
休
業
日
の
部
活
動
は
ど

う
す
る
の
で
す
か
？

公
立
学
校
が
週
５
日
制
に
鷆
蕊
篭
溌

し
て
土
曜
休
業
日
の
部
活
動
は
行

本
年
３
月
公
立
高
校
の
休
業
情
報
化
国
際
化
篝
社
会
の
変
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
の
生
い
ま
せ
ん
。

一
に
つ
い
て
規
定
し
た
学
校
教
育
化
が
著
し
い
中
で
自
分
で
判
断
活
体
験
な
ど
の
機
会
が
増
え
、
豊
Ｑ
：
土
曜
休
業
日
に
学
校
は
開
放

葹
行
規
則
が
改
定
さ
れ
９
月
し
、
進
ん
で
行
動
で
き
る
子
供
た
か
な
心
と
暹
し
い
体
が
つ
く
ら
れ
さ
れ
ま
す
か
？
、

一
ら
毎
月
の
第
２
土
曜
日
を
休
業
ち
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
：
土
曜
休
業
日
の
午
前
中
は
、

一
と
す
る
学
校
週
５
日
制
が
実
施
週
５
日
制
に
よ
っ
て
増
え
る
自
由
市
で
は
、
「
学
校
週
５
日
制
推
進
小
学
校
の
体
育
館
と
校
庭
を
学
区

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
時
間
を
家
庭
や
地
域
で
過
ご
す
委
員
会
」
を
発
足
さ
造
そ
の
対
応
の
子
供
た
ち
に
開
放
し
ま
す
。蕊

、

､

I塀

一時的保育事業を始めます
『8

戸､

市
で
は
９
月
１
日
か
ら
つ
く
し
野
保
育
園
で
一
時
的
保
育
事
業
を

始
め
ま
す
。
「
緊
急
保
育
」
は
１
日
で
も
お
子
さ
ん
を
お
預
り
し
ま
す
。

勤
務
日
数
が
週
３
日
以
内
で
保
育
園
に
預
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、
冠

婚
葬
祭
等
で
一
時
的
に
預
け
だ
い
方
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
児
童
保
育
課
Ⅱ

働
く
お
母
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
者
の
労
働
、
職
業
訓
練
等
の
た
め

す
。
し
か
し
、
勤
務
日
数
が
週
３
日
週
３
日
を
限
度
と
し
て
保
育
す
る

以
内
の
た
め
に
お
子
さ
ん
を
保
育
「
非
定
型
的
保
育
」
（
定
員
、
名
）

園
に
預
け
ら
れ
な
い
で
い
た
方
、
と
、
保
識
者
の
傷
病
に
よ
る
入
院
．

ま
た
、
急
な
家
族
の
病
気
や
、
冠
婚
出
産
・
看
謹
・
冠
婚
葬
祭
等
、
や
む

葬
祭
等
の
た
め
、
一
時
的
に
お
子
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
緊
急
一
時

さ
ん
を
預
け
た
い
と
い
う
方
。
的
に
１
日
か
ら
連
続
し
て
皿
日
ま

こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、
市
で
保
育
す
る
「
緊
急
保
育
」
（
定
員

で
は
９
月
１
日
か
ら
つ
く
し
野
保
５
名
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

育
園
で
一
時
的
保
育
事
業
を
始
め
▼
対
象
児
童
生
後
６
か
月
か
ら

ま
す
。
こ
の
保
育
事
業
に
は
、
保
謹
一
「

■

▼保育料（保護者負担額）

就
学
前
の
お
子
さ
ん
。
で
、
緊
急
保
育
は
前
日
ま
で
に
児

▼
保
育
時
間
午
前
８
時
鋤
分
か
童
保
育
課
ま
た
は
つ
く
し
野
保
育

ら
午
後
５
時
王
蝿
日
は
正
午
）
園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
方
法
原
則
と
し
て
非
走
▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
保

型
的
保
育
は
利
用
日
の
３
日
前
ま
育
係
壷
（
理
１
１
１
１

▼文化祭募集作品の内容 況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
は
、
受
給
者
の
所
得

の
状
況
、
児
童
の
養
育
状
況
を
確

か
め
、
８
月
か
ら
の
手
当
の
支
給

を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
引
き
続
い
て
受
給
す
る
資
格

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
９
月
、
日
（
木
）

▼
提
出
場
所
児
童
保
育
課
児
童

家
庭
係

’

1

財

▼出張受付日程表

’

’
’

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
児

童
家
庭
係
云
孟
）
１
１
１
１
へ

二

、

‐
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

第
弱
回
我
孫
子
市
文
化
祭
を
加
月
肥
日
（
日
）
か
ら
ｎ
月
晦
日
（
日
）

で
の
期
間
で
行
い
ま
す
。
左
表
の
内
容
で
作
品
を
募
集
し
ま
す
の
で

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
８
月
別
日
（
俳
句
は
９

犯
日
、
短
歌
は
扣
月
５
日
）
ま
で
、
作
品
に
は
住
所
、
氏
名
、
電
話

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
日
程
、
会
場
の
都
合
で
、
定
数

ち
よ
、
８
リ
グ
陰
八
Ｌ
幸
ロ
ロ
や
堆
岨
；
●
〔
ノ
ー
Ⅱ
Ｕ
、
Ⅱ
〃
ク
０
便
卜
』
●
１
，
◎
１
８
１
０
ト
Ｆ
も
一
彦
齢
ト
ー
Ｐ
一
号
■
由
Ｆ
や
少
タ
ア
時
ご
ａ
吟
邑
・
Ｐ
Ｉ
ｐ
ｇ
】
勺
・
’
８
９
巳
皆
ｂ
ら

第
弱
回
文

’ ／ 、

が
作
品
募
集

■

’
晩
切
り
僧
８
月
別
日
（
緋
句
は
９
月

、
作
品
に
は
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

、
日
程
、
会
場
の
都
合
で
、
定
数
に

Ⅱ
我
孫
子
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
Ⅱ

’ ’ ’

’ 化
’ ’

祭 ▲、ま

｜
’

、 ノ

9月からつくし野保育園で

生
活
保
謹

世
帯

な
し

無
料

無
料

一

般

３
歳
以
上

、
１
０
０
０
円

５
０
０
円

２
歳
児
ま
で

２
，
２
０
０
円

１
，
１
０
０
円

世
帯
区
分

年
齢
区
分

１
日
利
用

半
日
利
用

利
用
形
態

母
子
家
庭
等
の
方
へ

部門

手工芸

盆栽

洋ラン

写真

書道

民謡

民舞

日舞

洋舞

詩吟

謡曲

歌謡曲

一
一
一
戸 曲

俳句

短歌

規格。条件

ひとり1作品。展示しやすい作
腰コ

ロロ

開花株

四つ切り以上全紙まで。なるべ

〈パネル張り。作品裏に住所、
電話番号、氏名、題名を明記

①軸装雅仙紙半切以内②横額装
雅仙紙半切2分の1以内。作品
自由。必ず表装

一曲5分以内

個人

内
は5分以内。団体は10分以

団体もしくは個人で10分以内

個人で2分以内

ひとり1曲。カラオケテープを

用意すること。（8トラ不可）

一般参加の社中は1曲5分以内

題:｢行く秋(ゆくあき)｣｢夜寒(よさむ)」
｢烏瓜(からすうり)｣各一句｡計3句
をハガキに記入｡参加費1000円

未発表1首(題自由)をハガキに
記入｡参加費1000円

申し込み方法｛

電話かハガキで。

大きさを明示

電話かハガキ（作
品明記）で

電話かハガキで

電話で。作品を持

参

ハガキに規格、題

名、訳文明記

電話で

電話かハガキで

電話かハガキで

電話かﾉ､ガキで

ﾉ､ガキで

電話で

ハガキで

ﾉ､ガキで

作品に参加費を添
えて

作品に参加費を添
えて

わせ･申し込み

宮本瑛夫
白山1－10－29

盃(84)5837

馬場辰雄
天王台3－11－18

壷(82)8891

小倉正久
根戸1739

念(82)0702

小穴信俊
寿1－11－11

壷(82)3788

鳴島光夫
本町1－4－15

盆(82)8225

中野次男

中峠1747-1

丑(88)1791

島田節子
緑1－1－18

壷(83)2126

石原暉子

白山1-2鰐-2

盃(82)0161

高橋美代子
栄9－22

壷(82)1743

米野尚三

中里295．

壷(88)1243

小太刀治雄
寿1－4－5

念(82)3653

井
緑
手口八重子
1-11-14

宮崎健七

つくし野1-14-18

冠(82)4880

染谷卓
下ヶ戸285

壷(82)4441

山本寛
並木6－8－9

念(82)8408

太

８
月
妬
日
へ

水
一

布
佐
支
所

午
後
１
時
鋤
分
か
ら

４
時

８
月
妬
日
（
火
）

湖
北
支
所

午
後
１
時
訓
分
か
ら

４
時

湖
北
台
支
所

午
前
９
時
か
ら
正
午

日

程

時
間

場
所

我孫子譽察署

から

お知らせ

我孫子警察署の「外勤課」

がr地域課」になりました。

これを契機に、地域の皆さ

んの暮らしと安全を守るため

よりきめ細かい地域警察活動

を展開していきます。今後と

もご協力をお願いします。

=我孫子警察署＝
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「
選
手
に
と
っ
て
は
、
３
年
間
の

総
決
算
の
大
会
で
す
か
ら
ね
。
だ

れ
も
が
納
得
で
き
る
ジ
ャ
ッ
ジ
を

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
」

県
内
１
７
６
校
の
高
校
球
児

が
、
甲
子
園
を
目
指
し
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
全
国
高
校
野
球
選
手

権
千
葉
大
会
の
審
判
を
７
試
合
務

め
た
。
全
国
で
も
４
番
目
の
激
戦

区
で
あ
る
県
の
寓
校
野
球
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
支
え
る
一
人
だ
。

審
判
へ
の
き
っ
か
け
は
巧
年

前
。
自
分
の
子
供
が
所
属
す
る
少

年
野
球
チ
ー
ム
が
、
ル
ー
ル
の
適

用
誤
り
か
ら
試
合
に
負
け
た
。
「
野

球
は
、
や
は
り
ル
ー
ル
を
知
ら
な

く
て
は
」
と
勉
強
を
始
め
、
市
民
野

球
の
審
判
に
。
そ
の
後
、
我
孫
子
高

民講座】1第5回手賀沼浄化を考える市

ﾃｰﾏはr私が賀沼』
204

市
で
は
、
手
蛮
沼
再
生
の
道
を

探
ろ
う
と
市
民
と
行
政
が
共
に
考

え
る
場
と
し
て
「
手
賀
沼
浄
化
を

考
え
る
市
民
講
座
」
を
（
財
）
山
階

鳥
類
研
究
所
と
共
同
開
催
し
て
い

ま
す
。第
５
回
目
の
今
年
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
地
元
で
活
躍
し
て
い
る

方
を
誰
師
に
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
の
豊
富
な
体
験
か
ら
堂
重
な

お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

戸曰程8月22日(土)から9月12日(土)まで

の毎凋士曜日、午後2時から4時

し場所手賀沼親水広場（水の館3階）

し参加費無料

し問い合わせ環境保全課、側山階鳥類研究

所広報室盆(82)1101

校
の
練
習
試
合
の
審
判
を
務
め
経

験
を
糠
み
、
同
校
の
推
薦
を
受
け

て
超
年
前
に
県
高
等
学
校
野
球
連

盟
の
審
判
員
に
な
っ
た
。

現
在
、
春
夏
、
秋
の
大
会
や
練

習
試
合
な
ど
年
間
１
０
０
試
合
以

上
の
審
判
を
こ
な
す
。

「
年
間
即
日
の
有
給
休
暇
は
各

の
た
め
に
プ
レ
ー
ボ
ー
ル

昔
、
私
た
ち
は
手
黄
沼
周
辺
の

豊
か
な
自
然
を
大
切
に
し
な
が
ら

暮
ら
し
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
す
ば
ら
し
い
環
境
を
取
り
も
ど

す
た
め
に
、
も
う
一
度
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

な
お
、
誰
座
は
お
の
お
の
独
立

し
た
形
で
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
都

合
の
つ
く
誰
演
だ
け
の
聴
講
で
も

結
椛
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

大
会
に
振
り
分
け
、
土
・
日
は
練
習

試
合
や
近
く
の
高
校
で
審
判
を
し

て
い
ま
す
」
と
休
み
な
し
だ
。

試
合
の
時
は
、
開
始
２
時
間
前

に
球
場
入
り
し
、
他
の
審
判
と

色
盈
な
場
面
を
想
定
し
て
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
の
確
認
な
ど
、
念
入
り
に

打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。

千葉県高等学校野球連盟
審判部審判員を務める
えむらえいあき

江村栄明さん
(新木野）

「
あ
い
ま
い
な
ジ
ャ
ッ
ジ
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
い
か

に
正
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
入
る

か
で
す
」
と
真
剣
に
プ
レ
ー
す

る
選
手
た
ち
に
、
正
確
な
ジ
ャ

ッ
ジ
で
こ
た
え
る
。
そ
し
て
「
試

合
の
勝
ち
負
け
で
終
わ
る
の
で

は
な
く
、
勝
っ
た
時
の
感
動
や

負
け
た
時
の
悔
し
さ
を
バ
ネ

に
、
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

ほ
し
い
」
と
試
合
後
の
ベ
ン
チ

裏
で
悔
し
涙
を
流
す
選
手
に
声

を
か
け
る
こ
と
も
。

夢
は
甲
子
園
で
の
審
判
。
母

マ
ン
で
す
か
ね
。
子
供
た
ち
の

た
め
に
体
の
続
く
限
り
審
判
を

続
け
ま
す
」
と
日
に
焼
け
た
顔

が
ほ
こ
る
ん
だ
。
甥
歳
。

皆
さ
ん
の
お
宅
に
古
文
書
、
古

い
図
面
へ
地
図
、
昔
の
写
真
な
ど
貴

重
な
資
料
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
我
孫
子

の
市
史
を
ま
と
め
て
い
く
う
え

で
、
郷
土
史
づ
く
り
の
土
台
と
な

▼手賀沼浄化を考える市民講座日程

郷
士
資
料
の
提
供
を

眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
責
重
な
資
料

る
基
礎
資
料
の
調
査
収
集
と
整
理

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
詫
津
も
、
９
年
ほ
ど
前

に
市
内
の
悉
皆
調
査
、
資
料
の
存

在
確
認
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
中
か
ら
寄
託
を
受
け
た
総
数
約

２
万
余
点
に
の
ぼ
る
各
家
の
査
料

－

ﾆﾕも一

、ム＆
ん.I

！
｜
ぞ
胤
鰄
蛎
呼
小
八
八
９
移
入
稚
令
山
墜

噌
砿
命
寿
瘤
黒
ｉ
ｆ
典
邸
β
ｆ
や
避
毎
軸
才

よ
る
盆
肥
塑
、
Ｊ
奇
麺
郡
蚤
伸
蛙
鴫
名
人
丑
即
ｒ
免
妙
瓜
蔑
必
奮
，

卜

村民救済の古文書

が
整
理
・
保
存
さ
れ
、
市
史
の
編
さ

ん
や
郷
土
史
の
研
究
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
う
ち
に
も
古
い
書
類
が
あ
っ

た
け
ど
、
家
の
建
て
替
え
の
と
き

に
処
分
し
た
」
と
い
う
声
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
蔵
や
物
壷
に

し
ま
つ
．
た
ま
ま
の
ダ
ン
ス
や
木
箱

の
中
に
書
付
け
が
残
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
写
真
も
昔
の
衣

食
住
を
撮
っ
た
も
の
な
ど
、
ど
ん

な
小
さ
な
物
で
も
、
ネ
ズ
ミ
や
虫

に
喰
わ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
も
貴

重
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。
査
料
を

発
見
し
た
方
は
市
史
編
さ
ん
室
云

（
理
１
１
５
１
へ
ご
一
報
く
だ
さ

い
。

ノ

崎
言
碗
》
泗
弁
の
黄
色
い
花
を
開
い
は
読
稲
唾
嘩
睦
趣
雷
》
声
ル
カ
｜

一
』ぴあ〆

て
い
る
。
の
で
「
金
色
夜
叉
」
で
知
ら
れ

五
月
か
ら
七
月
に
か
け
、
い
つ
茎
や
葉
を
傷
つ
け
る
と
黄
色
い
る
明
治
時
代
の
作
家
、
尾
崎
紅

も
通
る
道
の
ほ
と
り
で
、
ク
サ
ノ
乳
液
が
に
じ
み
出
て
や
が
て
色
葉
は
胃
癌
の
痛
み
止
め
に
煎
じ

て
服
用
し
た
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
、
今
で
は
危
険
な
た

ウ
め
、
階
き
れ
る
こ
と
ば
傭
と

オ
ー
″
ん
ど
な
い
．

科
ク
サ
ノ
ォ
ウ
と
い
う
名
剪

向
″
〃
Ⅱ
し
由
来
は
黄
色
い
液
が
出
る
の
で

臆
軍
の
蓉
濤
繕
効
、

鴬
サ
佃
琶
『
菫
“
い
う
産
ゞ

ク
蒙
藷
る
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

画
■
【
ｒ
、

劉
正
し
ぃ
，
篝
善
な
り
季
．

雪
の
あ
る
所
や
高
い
山
域
外
は

サ
ン
グ
ラ
ス
選
び
饗
色
は
澪
な
る
べ
く
グ
レ

、
ｂ
二

〃
″
ｌ
、
、
、
、

Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
系
や
こ
は
く
色
の
レ
ン
ズ
に
し

夏
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
場
合
も
あ
ま
し
よ
う
。

の
代
名
詞
と
も
い
え
る
サ
ン
グ
ラ
り
ま
す
。
目
を
保
謹
す
る
の
は
、
し
価
格
は
、
高
い
も
の
が
必
ず
し

ス
は
、
ま
ぶ
し
さ
と
紫
外
線
を
防
ン
ズ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
紫
外
も
良
い
品
質
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

ぐ
と
い
う
二
つ
の
機
能
を
持
っ
て
線
吸
収
剤
で
、
レ
ン
ズ
の
色
は
関
職
入
の
際
に
は
、
予
算
、
デ
ザ
イ

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
レ
ン
ズ
ン
、
使
用
目
的
、
必
要
な
機
能
等
を

し
、
実
際
に
選
ぶ
時
に
は
ど
う
し
の
色
が
淡
い
ほ
ど
光
量
が
減
っ
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
に
十
分
話

て
も
、
デ
ザ
イ
ン
と
ま
ぶ
し
さ
を
て
、
目
に
は
暗
く
感
じ
ま
す
。
そ
う
し
、
実
際
に
か
け
て
み
て
、
自
分
に

避
け
る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
、
色
す
る
と
、
「
ど
う
孔
」
が
開
い
て
し
あ
っ
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切

の
濃
い
も
の
を
選
ん
で
し
ま
い
が
ま
っ
て
、
焦
点
も
合
い
に
く
く
な
で
す
。
Ⅱ
市
民
生
活
課
Ⅱ

ち
で
す
。
そ
の
結
果
、
か
え
っ
て
目

Ⅲ
Ⅱ
家
庭
児
童
相
談
室
だ
よ
り
Ⅲ
Ⅱ

子
ど
も
に
と
っ
て
楽
し
い
夏
休

み
で
す
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な

変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

○
嘘
を
つ
く
、
ソ
ワ
ソ
ワ
す
る
、

落
ち
着
き
が
な
く
な
る
。
○
金
遮

い
が
荒
く
な
る
。
○
つ
り
銭
を
ご

ま
か
し
た
り
家
の
お
金
を
持
ち
出

し
た
り
す
る
。
○
必
要
以
上
に
服

装
や
髪
型
を
気
に
す
る
。
○
言
葉

1

】

1

夏
休
み
、
子
供
の

変
化
に
ご
注
意
を
〃
．

遣
い
が
荒
く
な
り
、
親
に
反
抗
す

る
。
そ
の
他
、
喫
煙
、
飲
酒
、
夜

遊
び
、
無
断
外
泊
を
す
る
な
ど
。

気
付
い
た
ら
す
ぐ
に
ご
相
験
く

だ
さ
い
。
秘
密
を
守
っ
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
相
談
日
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時
窒
露
）

１
１
１
１
内
線
３
５
２

’

9月12日

(土）

午後2時から4時

手
賀
沼
流
域
の都
市
化
と
農
業

星
野
七
郎
氏

（
湖
北
座
会
会
長
）

9月5日

(土）

生
物
か
ら
見
た
手
賀
沼

ｌ
望
ま
し
い
自
然
環
境
Ｉ

’

浅
間
茂
氏

（
沼
南
高
柳
高
等
学
校
教
諭
）

8月29日

(土）

手
賀
沼
か
ら

地
球
を
考
え
る

相
原
正
義
氏

（
柏
日
体
高
等
学
校
教
諭
）

8月22日

(土）

手
賀
沼
の
水
鳥
た
ち
を
見
て

四
半
世
紀
Ｉ
将
来
へ
の
夢
Ｉ

高
橋
敏
夫
氏

（
日
本
野
鳥
の
会
千
葉
県
支
部
長
）

日
時

テ

I

マ

講
師

I

ひまわり号の旅

参加者(常ﾗ臭ｨ草)募集
※今年もひまわり号が走ります。

障害者やボランティアの参加をお待

ちしています。

ひ期日10月25日（日）

し行き先江ノ島（水族館他）

し募集人数障害者150名、同伴者1

00名、ボランティア250名(先着順）

し参加費大人4500円、中・高・大

学生3500円、小学生2500円(交通費、

弁当代、水族館入館料、傷害保険料

含む）

し申し込みハガキに住所、氏名、

年齢、電話番号、障害者かボランテ

ィアの区別を明記し、〒270-01流山

市下花輪409（東葛病院内）ひまわ

り号を走らせる｢ちば｣実行委員会へ

似問い合わせ奥村念0473(46)9489

(午前10時から午後9時）



1992816(4)弱び こ第835号 一

’I

し曰時・場所9月から11月まで

の主に毎月第1．s土曜日午前10

時から正午、（中央公民館）

し定員30名(応募多数の場合抽選）

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、電話番号、

教室名を明記（ハガキ1通で1名

に限る）し、8月25日(火)までに

我孫子新田34中央公民館太極拳係

査(82)0515へ

※前年度に受講された方はご遠慮

ください。

申し込みは直接農園主にお願い

します。

少ぶどう鈴木農園壷(82)4411

(9月中旬まで）

少なし阿曽麗園壷(88)1459

(9月中旬まで）

し＜り・ハウスぶどう田村農園

壷(88)2308(9月中旬から下旬まで）

しいも日暮麗園査(82)4048

(9月下旬から10月中旬まで）

レテーマ地域おこしと住民の創

造性（入場無料）

し日時8月30日(日)午後2時

伝場所湖北地区公民館ホール

桜議師鶴見和子氏（上智大学名

誉教授）

し問い合わせ藤掛冠(88)2576

￥－－－．塁壺盈

たかぎこうき

高城幸稀〈ん
（布佐･1歳7か月）

〃

’’
し

伝曰時8月27日(木)から9月1

日(火)午前10時から午後6時（最

終日の9月1日は午後4時まで）

し場所高島屋柏店地下2階イベ

ントホール（入場無料）

し問い合わせ高島屋柏店云(44）

1111

｜

’ ’
し対象生後4か月から4歳未満

で1度もBCG接種を受けていな

い乳幼児(対象児には通知します）

抄日時ツベルクリン反応…9月

1日(火)、判定BCG…9月3日

(木)､(午後1時30分から2時30分）

し持参田子健康手帳

し問い合わせ保健センター

※発熱など心配なときは主治医に

相談の後おいでください。

国 画圓国
｜

’
１
１
し日時10月7日(水)、8日（木）

午前9時から午後4時50分

し場所消防本部2階大会議室

医受付期間9月7日から11日

(申請書配布は8月24日から30日）

し定員80名（先着順）

少受講料3500円(テキスト代含む）

惨問い合わせ消防本部予防課

回回回国
’｜’

I
手賀沼や我孫子の自然環境につ

いてみんなで勉強してみませんか。

修日時8月26日(水)第1部…午

後1時から2時30分、第2部…午

後2時45分から4時15分

し場所市民会館(先着70名）

し対象小・中・高校生及び一般

し申し込み・問い合わせ電話で

8月21日(金)までに環境保全課へ

壷(85)1111

⑬⑤⑨圃亀
▼小熊ハル様（湖北台）から保育

園にとお手玉(120個)の寄贈があ

りました。

▼平出隆敏様（つくし野）からひ

まわり園にと車イスの寄贈があり

ましだ。

▼我孫子市太子会湖北支部様から

福祉のためにと1万1448円の寄付

がありました。

▼明治生命我孫子営業所一同様か

ら社会福祉事業基金|こと創業111

周年記念バザーの収益金1万1111

円の寄付がありました。

’
圖国国回

’
修日時9月24日(木)午前9時…

給油取扱所、午後1時…その他

し場所流山市文化会館

し受付期間8月24日(月)から28

日(金)(受講料4000円）

〃申し込み・問い合わせ消防本

部予防課壷(84)0119

※昭和62年5月1日から保安講習

の受講が3年ごとになりました。

平成元年に受講されだ方は今年が

受講該当の年となりますので受講

してください。まだ、保安講習未

受講の場合、危険物取扱者免状の

減点の対象になります。

伝曰時9月8日、10日、17日、

22日、24日、29日(計6回)、午後

1時から3時

し場所市民体育館

し定員40名（初心者・中級者）

し参加愛1000円

し持参ラケット、室内用シュー

ズ

レ申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、電話番号を

明記し8月28日(金･必着）までに

我孫子市1684教育委員会体育課壷

(85)1151へ(応募多数の場合抽選）

|’
仁日時・場所9月17日、18日、

19巳午前9時30分から､つつじ荘

し内容＊展覧会（17日～19日）

絵画、書道、写真、生花、手芸

短歌、俳句等＊演芸会（18日）

霊踊、民謡、歌謡曲、手品、浪曲、

寸劇等＊囲碁・将棋大会(19日）

し対象老人クラブ会員および60

歳以上の市内在住者

シ申し込み・問い合わせ老人ク

ラブ会員は会長に申し込んでくだ

さい。一般の方は8月28日（金

必着）までにハガキで我孫子1858

市役所高齢者福祉課壷(85)1111

’

シ職種等生活指導補助員(女性・

若干名）

し勤務時間交替制（曜日に関係

なく、早勤・遅勤等のできる方）

し璽金等時給860円（交通費別

途支給）

し提出書類履歴書

し勤務地・問い合わせ精神薄弱

者壼牛施設みどり園（中峠2310）

壷(87)0511へ

1

ll
l

’’ 16曰

蕊 ，ﾖ消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

17月。心配ごと相談=壽市民ｾﾝﾀー9:00~15:01
”市民図醗適休館虚つつじ荘休館画潟の煕漉休鬮

18火。法律相談=市民相談雲9:00から先着'0名程度

19水．消費生活相談=市民相談ま'0:00~'5:0，

20木。健康相鱗=つつじ荘'':00~'2:0,

21金。税務相駿雲市民相談薑'0:00~'5:00(予約制）

22土鍾市役所閉庁(-部の施設は除く）
一

ら午後3時

’ ’
シ曰時9月9日(水)午前9時30

分市民会館駐車場集合

し見学先宝酒造松戸工場（一般

公開はしていません）、小菅製パ

ン流lllT"

侵定員先着30名

し参加費辮斗(昼食は各自持参）

シ申し込み・問い合わせ電話で

市民生活課含(85)1111

蕊
し試験日9月23日(水）

シ受付期間8月20日(木)から9

曰(金)午前9時から午後5時（最シ問い合わせ北千葉広域水道企’

’終日の9月4日は午後3時まで）業団総務課冠0473(45)3211へ
＞日時8月27日(木)午前10時か

ら正午（受f識照料）

し場所天王台北近隣センター

惨定員24名（先着順）

し禰師塩畑博子氏

シ持参エプロン、三角布

し申し込み．問い合わせ電話で

市民生活霊(85)1111

’ 午後の部…午後2時から4時30分

ケ場所日本電気㈱我孫子事業場

ら午後3時ム操作など（参加無料）

惨場所湖北地区公民館似対象市内在住の小学生の親子
■

伝席主裏千家高田宗充氏（ペアで56組）

少曰時9月4日(金,から6日

(日)午前10時から午後4時

か場所市民会館（入場無料）

し問い合わせ関金(82)"03

鶏
同社総務課松原、坂入、櫻井壷

篝
(85)7021へ（電話受付時間は午前

’
’日時・内容8月22日(土)、239時30分から正午）

日(日)午後5時30分から民謡太鼓

メトミレー演奏詮午後6時30分からけ日時・場所g月13日(日)午前

11時開演、市民会館（入場無料）

レケスト岡花江（歌手）

し問い合わせにつほんの心を歌

う会海ma(87)2069

蕊
.･･･｡｡.。＃

盆踊り、祭礼は23日午前10時から、

’ ＝

し問い合わせ小野壷(82)6161
■

洲隙覚,鍬農馴－ﾌン湖北座会創立10周年
記念講演会 太極拳教室講座生

ねむの木学園のこどもたちと
まり子美術展

ツベルクリン反応及び
判定BCG接種

平成4年8月1日現在＊世帯数40,324世帯
人口122,449人男61,435人女61,014人
●市役所本庁85-1111琴市民体育館87-1155
●つくし野支所84-8801鰯市民図書館本館84-1110湖北台
●湖北台支所88-0828分館87-3055布佐分館89-1311
●湖北支所88-2111移動図書館87-0909
●布佐支所89-2358⑮都市改造事務所85-1171
●教育委藁会85-1151④身体障害者福祉センター88-0141
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●少年センター84-1900⑧生活環境課(浄化槽)87-2379

●保健センター87-1131（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●市民会館84-3311●近隣センター布佐南89-3740
●公民館中央82-0515天王台北82-9988根戸83-5363
湖北地区88-4433●市民センター寿83-7722湖北

●馬の博物館鯛-2212台88-9927布佐89-1193

’ 甲種防火管理者
資格取得講習会

夏休み｢手賀沼ふれあい教室」
参 加者

危険物取扱者保安講習
市民バドミントン教室

高齢者文化祭

rみどり園」臨時職員

日曜当番医｡1週間の行事
ﾃﾚﾎﾝｻービｽ冠(85)131：

ち|救性ﾌｫー ﾗﾑ'92

2ろ⑧

24月

25火

豆巳躍当番医＝テレホンサービス

‐休日編歯科診溌日=休日鯛歯科診蛎(市民錨内)9:Ⅱ-11:30

画人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
〃心配ごと相談＝布佐支所9:00～15:00

壷市民図曹館休館”陽の博物館休館面つつじ荘休館

〃法律相醗＝市民相談室9:00から先着10名程度
画水道料金納入期限＝預金口座振替日

〃つつじ荘休館

26水

27木

2S金

29土

ろ⑪⑧

51月

●

、日曜当番医＝テレホンサービス

画休日劇愚図科診療日=休日捌急歯科診砺(市民会箆内)9:Ⅱ~11:30

画心配ごと相醗＝寿市民センター9:00～15:00
‐国民年金保険料納期限＝口座振替日⑤市民体育随休臨
－市,県民税細寸期限・烏の博物館･つつじ荘･市民図画館休随

｡･日曜当番医＝テレホンサービス

ご休日鱸歯科鰄日=休日凱急歯科診緬(而民会菖内)9:Ⅱ~11:別
〃家庭の日

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
・アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～16:00

北干瓢域ﾎ直企業団胤員
＜らしの移動教室

口

墨絵色紙展

暑さをのりきる
スタミナ料理教室

親子バソコン
'体験スクール参加者

茶道連盟月釜のご案内

第15回連盟書道展

久諏剛細源盆踊り大会

第28回昭和の演歌
歌と踊り夏の大会

暑い夏の平日の午後

節電にご協力を

＝東京電力柏営業所＝




